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研究成果の概要（和文）：環境配慮行動の形成メカニズムについて、これまで収集してきた意識調査データの解
析を踏まえ、新たに標本調査を遂行し、環境保全意識の実態と特徴、環境意識と環境配慮行動の整合性及び乖
離、行動類型によって行動パターンの特徴を探求した。調査データの計量分析のみならず、調査現場のフィール
ドワークも繰り返して実施しながら、人々の意識の基底や環境問題自体が内包する問題や課題も理論的に検討し
た。

研究成果の概要（英文）：Based on the analysis results of survey data that have been collected 
before, a new sample survey was conducted. The status and characteristics of environmental 
consciousness, the consistency and divergence between people's environmental consciousness and their
 behaviors, and the patterns features of different types of pro-environmental behavioral were 
explored. In addition, not only quantitative analysis of the survey data, fieldworks were also 
repeatedly carried out, and the underlying issues and challenges inherent in people's consciousness 
and environmental problems were theoretically examined. 

研究分野： 環境社会学
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  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
環境問題解決への意識と行動の不一致は、環境教育が抱える大きな課題である。本研究は多様な調査現場から収
集してきた実証データを基に、如何に環境配慮行動を喚起できるか、環境意識のどの要素が人々の環境配慮行動
に寄与できるのかを探索することで、実効性のある環境教育の枠組みを構築することに貢献できるものと期待さ
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

環境配慮行動の形成と影響要因に関しては、社会心理学や環境社会学などの分野で数多くの

理論的な枠組みが構築され、先行研究も蓄積されてきた。しかし、行動予測の一般論として提案

されたこれらの理論枠組みは、異なる環境配慮行動の差への考慮は欠如しており、環境配慮行動

の種類によってその形成メカニズムの違いは何かについて明らかにされていない。「省エネ」「再

利用」などの個人レベルの環境配慮行動にとって、「お金を節約する」という促進要因を考える

必要があるのに対し、「環境講演会参加」「環境保護団体への寄付」などの公的領域の環境配慮行

動の形成には、コストや手間などの抑制要因も考慮に入れる必要がある。 

２．研究の目的 

本研究の目的では、環境配慮行動の形成メカニズムについて、これまで蓄積してきた環境意識

に関する調査データ及び本課題が新たに実施する標本調査データを加えて、環境配慮行動を公

的領域の「集団行動」と私的領域の「個人行動」に分け、社会経済的・環境的要因をも考慮しな

がら、環境配慮行動の構造的特徴とその形成メカニズムを明らかにする。 

３．研究の方法 

(1) 環境配慮行動のメカニズム及び影響要因を論理的に検討し、環境配慮行動に影響を与えう

る要因を整理し、データべ一ス化する（資料調査）。 

(2) これまでの調査研究を踏まえて、共同研究者と連携しながら、統計的標本抽出した対象者

に、環境配慮行動に関する標本調査を遂行する（標本調査）。 

(3) 調査地域の社会・経済・環境に関する情報および意識調査デ一夕の統合分析により環境配

慮行動の形成過程とその特徴を解明する（現地調査）。 

４．研究成果 

(1) 単著の「環境意識と行動の関連性の実証分析 ―2016 年東京都民の意識調査に基づいて―. 」

(データ分析の理論と応用, Vol.11, No.1, pp. 15-36, 2022, 査読付き)では、環境問題解決への意

識と行動の不一致に注目し、環境配慮行動を日常生活における個人レベルの環境配慮行動及び、

その延長線上にある社会における環境保全活動に分け、環境意識から行動への関連性を探求し

た上で、行動実行の実態及びその阻害要因との関係を明らかにした。結果としては、環境意識は

人々の行動を規定しており、意識と行動の間には整合性があることが示唆された。また、個人レ

ベルであれ、社会レベルであれ、具体的にどのように行動すればよいのかという知識の欠如が行

動実行の阻害要因となる一方、各行動の有効性への疑念も行動実行の妨げになることが確認で

きた。さらに、環境保全の実行派と非実行派の属性的特徴を分析し、環境配慮行動を実行してい

ない人々を実行派に変えていく方策について考察した。 

(2) 単著の「北陳村の事例から窺える中国農村自然環境の変化―2013 年～2019 年の現地視察

リポート―」(データ分析の理論と応用, Vol.9, No.1, pp. 27-47, 2020, 査読付き)では、2013 年か

ら 2019 年の 6 年間にわたる繰り返したフィールドワークの中で目撃した農村地域のインフラ



整備、水環境の変化、 生活スタイルの現代化を素描しながら、農村社会の変化や政府の施策を

俯瞰し、 当該地域における人々の環境意識と行動の特徴を浮き彫りにした。共著の「環境問題

を巡る人々の意識 ―世論の表層と基底―」(データ分析の理論と応用, Vol.9, No.1, pp. 13-26, 

2020, 査読付き)では、歴史や文化を含む社会経済的・環境的要因をも考慮しながら、環境配慮

に関する人々の行動が実効性を持つようなメカニズムを探索し、環境問題について具体的に実

効性のある方策とは如何にあるべきかに思いを巡らせた。このように人々の意識の基底や「環境

問題」自体が内包する問題や課題についての理論検討にも実績を得た。 

(3) 著書の「社会環境学へのアプローチとその展望―福岡工業大学社会環境学部 20 周年記念論

集―」の第 9 章の「調査データに基づく市民環境意識の解析―環境保全の対策を中心に―」（風間

書房 pp.201-227, 2021）を執筆し、環境保全の対策を中心に、郵送法で収集した東京都民の環境

に配慮した意識・行動のデータを用い、選択肢に限定された回答内容の分析のみならず、テキス

トマイニングの手法を活用し、調査対象が自由に答えた内容も計量的に分析し、人々の環境保全

意識の実態を明らかにした。この分析結果は、その後に執筆した論文および標本調査の調査票に

引用され、展開された。 

(4)コロナ社会の調査環境を勘案し、共同研究者と連携しながら、WEB 調査登録モニターの中

から割当法により抽出した対象者に、環境意識・環境配慮行動に関する標本調査を遂行した。「意

識」 と「行動」の間に複雑な関連があることを念頭に置き、行動の不確実性も考慮に入れ、行

動ジレンマや阻害要因の項目を検討し、調査票を設計した。環境配慮行動について、個人レベル

における環境配慮行動、社会レベルにおける環境保全活動、気候変動・脱炭素化行動、プラスチ

ックごみ問題解決に向けた行動に注目し、質問項目を選定した上で、自己効用感など主観要因か

ら、場所、手間・時間・費用などの客観的要因まで質問項目を設けた。近年、WEB 調査は国内

外の市場調査や学術調査で数多く行われるようになっているが、回答者の母集団は不明確や標

本抽出にバイアスがあるなどの固有欠点があり、調査データの妥当性と信頼性が問われ、調査実

施の詳細及び分析結果を日本行動計量学会第 51 回大会の特別セッション「世論調査・社会調査

の方法論と実践的研究」で発表する予定である。 

以上の論文や書籍の出版成果以外は、調査報告書や国内外の学会発表においても、研究成果の

公開を努めた。行動計量学会、分類学会、国際分析社会学会、環境社会学会、社会学大会などの

国内外の学術会議で研究成果を公開し、環境問題や統計調査科学を専門とする研究者と積極的

に意見交換を行った。 
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